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Cellulosimicrobium cellulans 由来 endo-1,3-β-glucanase 触媒ドメインについて、既知の結晶構造情報

に基づき、基質となるラミナリオリゴ糖との複合体をモデル化し、同複合体の分子動力学計算（MD）を

行って、酵素と基質との結合機構を明らかにした。同触媒ドメインに 6 箇所ある糖のサブサイトへの結

合モードに関して、新たな知見を得ることができ、同酵素の加水分解に至る反応過程を理解することが

できた。一方、Saccharomonospora viridis 由来クチナーゼ Cut190 について、同酵素の Ca2+結合に伴

う安定化機構を、MD を用いて解析した。その結果、Ca2+結合に伴う安定化は実験結果を再現できたも

のの、Ca2+濃度依存性には実験結果を再現する上での課題を残した。さらに Cut190 の NMR 解析に向

けて、動的光散乱（DLS）測定を行い、適切なバッファー条件を決定した。 
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